
平成 26年 5月 26日に日本政府の「草の根・人間の安全保障無償資金協力」の枠組みによる以

下の署名式と供与式が、髙橋大使、シャムキル地区行政局ヴェイソフ知事、イブラヒムギジ国

会議員およびノブルズ・アスラノフ国会議員が参加して実施されました。 

 

１．シャムキル地区３村飲料水整備計画（供与金額 121,722米ドル） 

飲料水が不足しているシャムキル地区ガシマリラル村，ギョイママドリ村及びチャンリベル村

に飲料水給水システムを整備し，安全で豊富な飲料水へのアクセスを可能にすることにより，

約４，３５０名の住民の生活環境を改善するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アゼルバイジャン語による髙橋大使の挨拶 

署名式の様子 

ヴェイソフ知事が証人になり契約書に署名 

左から髙橋大使，ヴェイソフ知事，アス

ラノフ議員，イブラヒムギジ議員 



２．シャムキル地区サビルケンド村診療所建設計画（供与金額 120,506米ドル） 

シャムキル地区サビルケンド村に新規に診療所建物（276㎡）を建設し，適切な医療機材を整

備するこによりで，同村および周辺３村落（システペ村，イスマシュリ村，バイラムリ村）の

住民の遠隔地基礎医療における機能向上を図りました。 

 

 

アゼルバイジャン語による髙橋大使の挨拶 

 

供与式に集まったサビルケンド村住民 

左より髙橋大使，知事，イブラヒムギジ議員，副知事，中央病院長 診療所内部 通路 

入院室 産婦人科室 


